












〔まとめ〕 

 自閉症,または自閉傾向を示す精神遅滞と診断された就学前の年齢帯における 20 例(男

子 17,女子 3)について以下の考察をした。 

 (1)津守式乳幼児精神発達質問紙で算出した D,Q.について,安定性と田中・ビネー式知能

検査による I.Q.との関係とを検討した。17 例について,Test-Retest 期間の平均は 9.3 か

月,D.Q.間の相関係数は0.82であり,初回と再検査とのD.Q.間に有意差はなく,D.Q.は比較

的短期間ではかなり安定していることがわかった。全 20 例について,D.Q.は I.Q.よりもや

や低い値をとる傾向にあるが,相関係数は 0.62 とかなり高く,この質問紙で評価される発

達は測定きれた知能と深く関連していることが考えられた。以上から,自閉症児の発達診断

として,質問紙による D.Q.は一定の有用性をもつものといえる。 

  (2)自閉症児に特徴的な異常行動として,クレーン症状と知能検査への拒否的態度の二者

を選び,これらと発達との関係を調べた。発達水準評価には質問紙による発達年齢を用いた。

クレーン症状は指さしや何らかの行動で対人的要求表現をする段階で主として観察され,

ことばで要求することが多くなると殆どみられなくなることがわかった。多くの対人的要

求をクレーン症状で表現するということは,その症児がことばなどの表象的操作機能を殆

ど駆使できないでいる段階,即ち感覚運動段階に発達をとどめていることを意味するもの

と考えられる。知能検査拒否をした 10例は知能測定のできた 9例よりも発達年齢が有意に

低く,自閉症児の知能検査に対する拒否的態度は,彼らの発達水準がきわめて低いために課

題遂行が不能なことに関係した反応と考えられた。最後に,自閉症児の治療教育の基本的方

針について付言した。 


